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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成20年2月14日(2008.2.14)

【公開番号】特開2006-200073(P2006-200073A)
【公開日】平成18年8月3日(2006.8.3)
【年通号数】公開・登録公報2006-030
【出願番号】特願2005-13558(P2005-13558)
【国際特許分類】
   Ｄ０１Ｆ   6/62     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ   6/62    ３０２Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月20日(2007.12.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
ポリエステル樹脂を溶融紡糸機から押し出した未延伸糸を、冷却水槽の表面を揺動させな
がら６０～９０℃で冷却した後、ポリマーのガラス転移点以上の熱媒温度で総延伸倍率５
．５～９．０倍に１段または２段延伸し、次いで０．８５～１．０倍に弛緩または定長熱
処理することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の電気資材用ポリエステル
モノフィラメントの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、上記電気資材用ポリエステルモノフィラメントの製造方法は、ポリエステル樹脂
を溶融紡糸機から押し出した未延伸糸を、冷却水槽の表面を揺動させながら６０～９０℃
で冷却した後、ポリマーのガラス転移点以上の熱媒温度で総延伸倍率５．５～９．０倍に
１段または２段延伸し、次いで０．８５～１．０倍に弛緩または定長熱処理することを特
徴とする。　
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
本発明のポリエステルモノフィラメントの製造方法は、ポリエステル樹脂を溶融紡糸機か
ら押し出し、その未延伸糸を冷却水槽の表面を揺動させながら６０～９０℃で冷却した後
、ポリマーのガラス転移点以上の熱媒温度で総延伸倍率５．５～９．０倍に１段または２
段延伸し、次いで０．８５～１．０倍に弛緩ないし定長熱倍率に熱処理することを特徴と
する。
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